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昭

法
華
経
は
、

実
に
ユ
ニ
ー
ク
な
経
典
で
あ
る
。

そ
し
て
、

そ
の
教
義
を
表
現
す
る
為
に
、

数
多
く
の
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
場
面
が
あ

る
。
例
え
ば
、
白
老
相
や
長
く
出
し
た
舌
根
か
ら
光
が
出
た
り
、
大
地
が
割
れ
て
宝
塔
や
、
黄
金
色
の
菩
麗
達
が
涌
現
し
た
り
す
る
。
そ

れ
ぞ
れ
法
華
経
の
重
要
な
思
想
を
表
現
す
る
為
の
も
の
で
あ
る
。
「
光
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
私
は
再
三
諸
誌
で
論
及
し
て
来
た
か
ら
、
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今
回
は
「
地
涌
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
共
に
数
多
く
の
ガ
ン
ダ
l
ラ
探
訪
の
際
、
人
影
絶
え
た
タ
レ
リ
l
・
ジ
ャ
マ

l
ル
ガ
リ
・

メ
ハ
ザ

γ
ダ
等
の
仏
塔
前
や
、
僧
院
祉
に
坐
り
込
み
、
叉
、

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
粗
末
な
ベ
ッ
ト
に
寝
て
、
天
井
の
ヤ
モ
リ
を
眺
め
つ
つ
考

え
た
幾
つ
か
の
可
能
性
を
、
こ
こ
に
「
試
論
」
と
し
て
示
し
、
先
学
の
批
判
と
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
仰
ぐ
も
の
で
あ
る
。

φ 

釈
尊
が
出
家
を
決
意
し
て
宮
殿
を
出
る
時
、
愛
馬
カ
ン
タ
カ
の
「
蹄
」
の
音
で
普
諮
の
人
が
目
を
さ
ま
し
、
出
城
を
妨
げ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
っ
て
は
と
、
四
天
王
や
、
夜
叉
が
馬
の
足
を
支
え
た
と
あ
る
。

即
ち
、
経
典
に
は
次
の
如
き
表
現
が
あ
る
。

ー
、
四
天
王
捧
承
馬
足
、
党
主
帝
釈
開
示
宝
路
ハ
方
広
大
荘
厳
経
出
家
品
大
正

3
1五
七
五
下
）

2
、
無
量
乾
闇
婆
衆
鳩
柴
茶
衆
諸
龍
夜
叉
：
・
速
行
莫
往
上
虚
空
中
ハ
仏
本
行
集
経
第
十
七
捨
官
出
家
品
大
正

3
l七
三
二
下
l
七
三
三
上
〉

従
地
漏
出
ハ
高
橋
〉



従
地
漏
出

（高
橋〉

3
、
天
帝
毘
沙
門
天
王
間
在
前
進
：・
木
性
別
実
感
以
空
虚
（
肱
U

限
経
第

四
出
家
n川

m十
二
大
正

3
1冗
O
七
中）

4
、
す
る
と
夜
父
た
ち
は
お
砕
儀
を
し
て
身
体
を
か
が
め
な
が
ら
、
そ

の
下
脚
を
金
の
腕
環
で
飾
り
あ
げ
た
慈
僚
の
よ
う
な
手
の
先
を

（
悦
び
に
〉
民
わ
せ
な
が
ら
注
し
山
し
て
、
そ
の
手
で
駁
応
の
州
地

化
の
よ
う
な
〈
四
つ
の
〉
附
仰
を
（
大
地
に
つ
か
ぬ
よ
う
）
持
ち
あ

げ
た
〈
プ
ッ
ダ
チ
ャ
リ
タ
！
大
束
仏
山
内
日
以
突
沢
）

5
、
四
神
来
持
レ
足
、
潜
儲
前
寂
無
H
F

〈
仏
所
行
設
山
以
ロ
山
第
五
大
京
4

ー一

O
中〉

6
、
聞
神
援
本
日
比
、
A
叩
脚
不
帯
地
：：：
新
天
屯
紳
釈
党
四
天
、
民
日
深
滋

従
、
議
於
虚
空
（
修
業
本
起
経
出
家
口
山
第
五
大
正

3
1
四
六
八
上
〉

7
、
四
種
鬼
神
欲
令
迷
疾
接
挙
馬
足
糾
使
紛
良
、
四
五
銘
自
在
前
而
滋

〈
仏
本
行
経
出
・
》
部
品
第
十
一
大
京

4
1六
八
下
〉

以
上
の
経
典
の
叙
述
の
よ
う
に

「
四
天
五
や
無
且
則
一
乾
凶
婆
衆

相
撲
茶
胤
然
、
又
無
此
行
千
の
点
的
佼
災
」
が
、
カ
ン
タ
カ
の
足
を
も

ち
あ
げ
て
雌
空
中
を
行
く
と
あ
る
が
、
日
臥
が
注
け
し
た
い
の
は
、

ガ
ン
グ
l
ラ
を
は
じ
め

A
・
D
三
、
凶
世
紀
の
彫
刻
中
の
こ
の
場

戸
山
で
あ
る
。

特
に
、

τμ
1の
彫
刻
中
の
阿
天
、

及
び
夜
父
は

「
大
地
か
ら
半
身
を
出
し
て
」
馬
の
起
を
か
つ
ぎ
、
叉
、
体
げ
持

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
他
の
人
物
と
の
つ
り
合
い
上
、
馬
を
余
り
日

内犬t主父が持げる（ナガーノレジュナコンダIllI:) 
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く
し
な
い
と
い
う
絵
画
的
な
見
地
か
ら
そ
う
な
っ
た
と
言
え
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
私
は
も
っ
と
別
な
重
大
な
視
点
が
か
く
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
。

《

1
v

私
は
か
つ
て
「
ハ
リ
テ
ィ
と
パ
ン
テ
ィ
カ
」
を
と
り
あ
げ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

ハ
リ
テ
ィ
も
パ
ン
テ
ィ
カ
も
、
も
と
も
と
は
ベ
ル
シ

ャ
系
の
神
で
、
仏
教
が
ガ

γ
ダ
i
ラ
で
異
文
化
と
接
触
し
た
際
、
こ
れ
ら
の
神
々
を
、
自
己
の
中
に
包
摂
し
て
行
っ
た
も
の
。

ハ
リ
テ
ィ

ー
は
ベ
ル
シ
ャ
の
地
母
神
、
大
地
の
神
、
豊
穣
の
神
な
る
が
故
に
、
仏
教
神
話
に
と
り
入
れ
ら
れ
で
も
、
五
百
人
と
か
、
千
人
の
子
供
を

産
む
と
い
う
本
来
の
生
産
の
神
の
性
格
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。
ガ
ン
ダ
l
ラ
の
彫
刻
で
は
、
子
供
だ
け
で
は
な
く
、
豊
穣
の
角
を
抱
い
て

い
る
像
が
多
く
出
土
し
て
い
る
。
叉
、
パ

γ
テ
ィ
カ
も
、
毘
沙
門
天
王
の
春
族
に
く
り
入
れ
ら
れ
た
と
あ
る
が
、
毘
沙
門
天
王
自
体
、
天

部
の
神
に
位
置
さ
れ
て
は
い
る
が
、

ク
ベ
ラ
の
王
な
る
が
故
に
、
も
と
も
と
は
大
地
の
神
、
豊
穣
の
神
で
あ
っ
た
。

こ
の
見
沙
門
天
等
の
四
天
、

及
び
夜
叉
が
、

半
身
を
大
地
か
ら
覗
か
せ
て
い
る
所
に
見
逃
せ
な
い
重
大
事
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

台、。
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⑨ 

さ
て
、

い
よ
い
よ
釈
尊
が
悟
り
に
近
づ
き
、

菩
提
樹
の
下
に
近
づ
く
、

所
調
「
菩
提
樹
下
得
。
道
」
の
場
面
で
は
、

二
つ
の
問
題
が
あ

る。

一
は
樹
神
が
歓
迎
す
る
場
面
と
、
二
は
地
神
が
涌
現
し
て
、
大
地
震
動
さ
せ
、
悪
魔
を
退
散
さ
せ
る
場
面
で
あ
る
。

写
真
2
は
樹
神
、
即
ち
木
の
精
が
喜
ん
で
釈
尊
を
迎
え
る
場
面
で
あ
る
（
カ
ル
カ
ッ
タ
博
物
館
蔵
参
照
）
。

「於
ν
是
樹
神
、
観
其
威
神
、
即
懐
恐
組
、
承
仏
威
力
、
所
言
至
誠
、
悉
共
同
和
、
以
十
六
事
、
嵯
歎
菩
薩
」
（
普
躍
経
降
魔
品
第
十
八

大
正

3
l五
一
九
下
）

こ
の
樹
神
は
、
や
は
り
生
命
力
の
表
現
で
あ
っ
て
、

2
の
地
神
の
一
種
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

然
し
て
釈
尊
が
悟
り
に
入
る
時
、
こ
れ
を
妨
げ
る
マ

i
ラ
の
誘
惑
を
し
り
ぞ
け
る
為
、
釈
尊
は
大
地
に
右
手
の
指
を
触
れ
ら
れ
る
。

従
地
涌
出
（
高
橋
〉



従
地
掛
川
出
（
高
紙
〉

' ' 

即
ち
、
触
地
印
を
し
て
、
地
神
の
幼
け
を
か
り
る
。
大
地
が
六
組

に
民
勤
し
て
、

恐
庇
が
退
散
す
る

「
降
路
成
道」

の
ガ
ン
ダ
l

ラ
、
ア
マ
ラ
パ
テ
ィ
、
そ
し
て
ナ
ガ
l
ル
ジ
ュ
ナ
コ
ン
グ
の
彫
刻

の
場
面
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

即
ち
、
釈
尊
の
触
地
印
の
前
に
、
恋
路
が
こ
ろ
こ
ろ
と
転
倒
し

た
り、

佐
織
で
コ
ケ
テ

ィ
ッ
シ
ュ
な
女
速
が
、
あ
わ
て
ふ
た
め
い

事，，

て
逃
げ
行
く
彫
刻
は
、
全
世
界
の
時
物
館
や
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に

見
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
次
の
原
山
内
の
表
現
で
あ
ろ
う
。

樹

ー、

業
回
厳
徐
挙
右
手
以
指
大
地
：
：
；
繭
時
地
神
：
：
：
於
菩
磁
前
従
地
涌

出
：
：：
白
菩
薩
吉
、
裁
為
証
明
普
段
往
行
於
無
危
劫
修
習
由
主
道
今

得
成
仏
。
然
防
伏
此
地
金
剛
之
列
。
余
万
悉
転
此
地
不
動
。
作
札
止
前
川

時
三
千
大
千
世
界
六
純
毘
〈
方
広
荘
厳
経
降
魔
H

川
第
二
十
一

大
定
3
l
五
九
四
下
〉

2
、
右
手
術
於
大
地
：：
：
繭
時
持
政
手
折
此
地
・
・
・
是
時
此
地
所
品
川
地

神
以
諸
珍
宝
而
自
荘
校
：：目
従
於
地
下
勿
然
初
出
、
一示
現
半
身
・
：

・
：
是
時
其
地
返
及
三
千
大
千
世
界
六
純
民
動
（
仏
本
行
策
経
第
二

十
九
路
怖
笠
岡
盛
口川下

大
正
3
l七
九

一
上
）

3
、
普
雌
即
以
相
官
活
力
、
仲
手
抜
地
足
知
我
応
時
怯
u
地
滋
大
動
庇
与
官

属
飢
倒
的
庇
主
敗
獄
似
失
利
、
制
W
迷
却
即
断
前
MA
地
（
枕
H
問
削
経
降
魔

品
第
十
八

大
疋
3
l五
一
一
一
中
）
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4
、
大
地
を
支
え
、
ひ
た
す
ら
苔
梁
・
功
徳
の
道
に
泌
進
し
て
い
た
屯

た
ち
は
、
こ
の
偉
大
な
る
相
一
新
に
附
仰
が
ふ
り
か
か
る
の
を
（
見

て
〉
耐
え
き
れ
ず
、
マ
l
ラ
に
対
し
て
憤
怒
の
阪
を
む
き
、
シュ

ウ
シ
ュ
ウ
と
音
を
た
て
て
は
、
そ
の
と
ぐ
ろ
を
解
い
て
は
身
を
ひ

ら
い
た
〈
プ
ッ
タ
チ
十
リ
夕
、
大
来
仏
典
内川、
川
船
災
ぷ
〉

5
、
仏
所
行
設
に
は
、
プ
ッ
グ
チ
十
リ
タ
の
地
に
予
を
ふ
れ
る
所
に
相

市
ー
す
る
所
な
し
。

仰い
し
、
怨
党
悉
織
作
、
胤
部
雌
退
散
の
所
は
あ

る。

6
、
者
同
厳
即
以
知
想
力
、
巾
・
乎
抜
地
川
北
知
設
応
皆
川
地
粁
大
助
成

ト
f
（
円
以
似
倒
Mm、
成
巨
倣
絞
恨
失
利

Mm迷
M

却
即
断
前
尽
地
ハ
修
業

本
起
経
山
山
家
H

川

m一
九
六
夜
3
｜
凶
七
一
・
中
〉

7
、
比n
魔
王
巴
下
触
地
我
行
汝
知
地
述
証
於
以
北
地
神
出
現
形
大

訴ぃ
a

戸
投
下
必
殺
芯
・：
・
一一一
千
附
削
主
ハ
返
励
・：：
・
飢
倒
似
盟
問
地
（
仏

本
行
続
出
向
雌
H

山
第
十
六
｜
大
正
4
｜
七
八
中
｜
）

こ
の
引
川
の
経
典
の
小
で
、
五
広
必
厳
紙
と
、
仏
本
行
集
絞
で

は
「
地
神
の
一
山
川
」

と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
二
品
は
、
フ

リ

タ
ヴ
ィ
ス
ト
ラ
の
奥
沢
と
い
わ
れ
、
大
体
同
じ
内
総
什
で
あ
る
。
即

ち
、

「
地
仰
が
涌
出
し
て
、

」の山市
川雌
は
＋
日
米
よ
り
修
業
し
て
来

た
が
、
今
悟
り
に
人
る
と
証
明
し
、
併
せ
て
、
こ
の
芹
提
樹
下
は

字
仰
の
小
心
で
あ
る
と
日
行
し
、
大
地
を

μ励
さ
せ
る
と
、
必
雌

従
地
泊
山
ハ
苅
術
）

免It：！也印（ペシ4 ワノレhlf物館政〉
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従
地
漏
出
〈
高
橋
〉

は
篤
い
て
退
散
す
る
」
と
あ
る
。
即
ち
、
釈
尊
の
悟
り
に
対
し
て

地
神
の
援
助

・
協
力
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。

然
し
、
他
の
教
山
内
に
は
、
地
神
の
涌
出
の
表
現
は
な
い
が
、
釈

尊
が
「
大
地
に
指
を
ふ
れ
る
と
、
大
地
が
m
M
動
す
る
」
と
い
う
こ

と
で
は
共
通
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
地
の
底
に
い
る
神
の
存
在
ば

既
に
前
提
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
従
っ
て
前
述
の
如
く
、

釈
尊
の
情
り
と
い
う
重
大
事
件
に
際
し
、

「
地
神
」
が
大
き
な
役

割
を
な
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

か
つ
て
、
弘
は
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
発
達
史
を
考
え
た
こ
と
も
あ

る
が
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
が
大
い
に
発
展
す
る
基
盤
に
は
、
ピ
ハ

1
ル

州
と
か
、

ベ
ソ
ガ
ル
州
の
地
母
神
信
仰
が
あ
り
、
こ
れ
が
シ
パ
派

（

2
V
 

ド
ル
ガ
の
両
女
神
の
発
展
を
う
な
が
し
た
こ
と

の
カ
リ
！
と
か
、

に
注
目
し
た
が
、
仏
教
も
又
、
イ
ソ
ド
の
大
地
か
ら
生
れ
た
宗
教

な
る
が
放
に
、
経
山
内
で
い
う
「
地
神
」

、
即
ち
大
地
の
神
の
信
仰

を
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
私
は
考
え
る
。

」
の
地
の
神
を
表
現
す
る
ガ
ン
タ
l
ラ
の
彫
刻
は
、
こ
れ
又
多

ぃ
。
特
に
、
写
瓦
4
の
ラ
ホ
l
ル
博
物
館
所
蔵
の
仏
像
（
上
体
が

？ぃ

』

宇11l恐
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な
く
足
だ
け
）
の
足
も
と
に
、

「
大
地
か
ら
半
身
を
出
し
て
い
る
男
女
の
二
体
の
像
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

前
述
の
諸
経
典
の
地
神
は
、
現
代
で
は
地
母
神
と
い
う
。
い
わ
ゆ
る
大
地
の
紳

・
豊
穣
の
神
の
こ
と
で
あ
る
。
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、

何
千
年
の
背
か
ら
地
母
神
信
仰
は、

否
む
し
ろ
人
類
の
歴
史
と
共
に
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
や
、
シ
リ
ヤ
の
、
自
の
大
き

〈

3
）

ぃ、

胸
や
腰
の
線
の
豊
か
な
、
泥
や
石
製
の
地
母
神
の
像
が
そ
れ
で
あ
る
。
人
聞
が
如
何
に
大
地
の
恵
み
と
密
接
な
関
連
を
も
っ
て
生
き

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
の
も
の
と
非
常
に
よ
く
似
た
地
母
神
像
が
、
静
岡
市
の
町
役
目
追
跡
か
ら
出
土
し
て
い

t
 

る
か
ら
、
こ
れ
又
、
人
類
の
思
考
の
普
遍
性
類

ハリティーとパソティカ〈ペシャワノレ博物館〉

似
性
に
驚
く
。

仏
教
の
神
と
し
て
と
り
入
れ
ら
れ
た
鬼
子
母

神
も
、
も
と
も
と
は
、
ベ
ル

シ
ャ
の
地
母
料
で

( 35) 

あ
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
彼
女
が
も
っ
ザ
ク

砂
拠
地
帯
の
果
物
で
あ
り
、

そ
の
種

ロ
は
、

は
、
内
に
何
万
と
包
ま
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
虫

機
そ
の
も
の
を
表
し
て
い
よ
う
。
虫
穣
と
い
え

ぼ
彼
女
の
持
つ
コ
ル
ヌ
コ
ピ
ャ
、
即
ち
切
口
か

ら
木
の
芽
が
耐
え
山
て
い
る
動
物
の
角
、
こ
れ

こ
そ
生
命
力
、
生
産
力
以
外
の
何
も
の
で
も
な

5 

し、。



従
地
浦
山
ハ
高
僑
〉

ハ
ク
ト
リ
ヤ

・
サ
カ

・
パ
ル
タ
イ
、

そ
し
て
ク
シ
ャ
ン
と
、

呉
邦
人
の
似
入
統
治
に
よ
っ
て
、

ク
シ
ャ
ン
の
世
界
で
起
っ
た
。
社
会
の
下
位
に
甘
ん
じ
て
い
た
民
民
は
、
そ
の

ベ
ー
ダ
以
来
の
カ
l
ス
ト
制
度
が
乱

れ
、
実
力
の
あ
る
も
の
が
社
会
の
上
位
に
つ
く
風
潮
が
、

生
産
力
に
よ
っ
て
、
叉
・
商
人
も
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
通
商
に
よ
っ
て
、
巨
利
を
得
れ
ば
、
社
会
の
上
回
に
行
く
。
こ
の
為
、
生
定
の
神
ハ

（

4
V
 

リ
テ
ィ

！
と
、
財
宝
の
神
ハ
ゾ
テ
ィ
カ
の
信
仰
が
仏
像
成
立
前
、
凶
紀
後

・
二
位
紀
に
制
服
発
的
に
灯
仰
さ
れ
た
こ
と
が
、
無
数
に
残
る
ハ

リ
テ
ィ
！
と
パ
ン
テ
ィ
カ
像
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
写
真
5
は
、
仏
教
的
脚
色
を
経
た
胤
子
母
神
神
話
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
即
ち
ハ
リ

テ
ィ
ー
は
、
「
コ
ル
ヌ
コ
ピ
ヤ
」

を
も
ち
、

パ
ソ
テ
ィ
カ
は
、
大

双や11！£！：像〈バリ．ギメ －1',¥l物館〉

き
な

「
財
布
」
を
に
ぎ
っ
て
い

る
。
こ
れ
と
同
じ
も
の
が
、
パ

( 36 ) 

リ
！
の

ギ
メ
l
即
物
館
成
の

「
勺
曲一

E
4白」
出
土
の
、
イム
の

超
能
力

・
大
惑
悲
を
示
す
双
神

変
像
〈
肩
か
ら
火
を
出
し
、
足

~UJ も
にと
如か
実 ら
に水
彫を
ら IH
れす
て似
し、〉

る？の
に両

6 

（
矢
印
の
と
こ
ろ
。
こ
れ
で
当
時

の
人
々
の
願
望
が
舵
測
さ
れ
る
と

弘
は
考
え
る
〉



然
し
て
、
こ
の
二
神
は
、
も
と
も
と
大
地
の
神
で
あ
る
所
が
問
題
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
大
地
の
神
は
生
産
の
神
で
あ
る
と
と
も

に
、
再
生
へ
の
願
い
の
神
だ
。
秋
、

万
物
が
葉
を
落
し
、

冬
の
木
枯
の
寒
風
の
中
で
枯
れ
た
よ
う
に
な
っ
て
い
た
校
か
ら
、

春
に
な
る

と
、
叉
み
ど
り
の
葉
が
す
く
す
く
と
芽
生
え
美
し
い
花
が
ひ
ら
く
。
こ
の
生
命
の
復
活
再
生
、
即
ち
生
命
の
永
続
性
を
司
る
神
が
、
こ
の

地
母
神
だ
。

写
真
2
で
示
さ
れ
る
、

カ
ル
カ
ッ
タ
博
物
館
蔵
の
、
菩
提
樹
下
の
宝
座
の
下
に
う
ず
く
ま
る
樹
神
の
像
に
は
、

「
生
命
の
再
生
を
意
味

す
る
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
l
カ
ン
サ
ス
の
薬
」
ま
で
つ
い
て
い
る
の
は
、
こ
の
生
命
の
永
続
性
・
復
活
再
生
を
地
母
神
が
表
現
し
て
い
る
こ
と

の
証
明
だ
と
思
う
。

⑨ 

話
を
仏
教
外
の
典
籍
に
む
け
よ
う
。
そ
の
起
源
は
、
ベ
ー
ダ
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
、
イ
ン
ド
人
の
自
負
す
る
ラ
マ
ヤ
l
ナ
が
問
題

( 37 ) 

と
な
る
。
ラ
マ
ヤ
l
ナ
は
、

マ
ハ
パ

l
ラ
タ
と
並
ん
で
、

イ
ン
ド
の
二
大
古
典
で
あ
る
。

マ
ハ
パ

l
ラ
タ
は
、
デ
リ
ー
を
流
れ
る
ヤ
ム
ナ

と
、
イ
ン
ダ
ス
河
と
の
聞
の
パ
ン
ジ
ャ
ブ
地
方
が
そ
の
物
語
の
舞
台
だ
と
い
わ
れ
、
そ
の
中
の
パ
カ
パ
ッ
タ
ギ
l
タ
l
に
、
法
華
経
に
対

《

6
v

応
す
る
も
の
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
ガ
ン
ダ
l
ラ
に
近
い
所
の
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
叉
、
ラ
マ
ヤ
l
ナ
も
、
同
じ
く
西

北
イ
ン
ド
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
学
復
興
の
気
運
に
乗
っ
て
篇
纂
さ
れ
た
。
然
も
、
大
乗
仏
教
教
典
編
纂
も
、
こ
の
一
連
の
運
動
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
、
我
が
法
華
経
と
無
縁
な
存
在
で
は
な
か
ろ
う
。

こ
の
ラ
マ
ヤ
l
ナ
の
主
役
は
、
勿
論
ラ
！
マ
で
、
現
在
イ
ン
ド
で
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
の
化
神
と
し
て
、

一
番
人
気
の
あ
る
神
で
あ
り
、
そ
の

夫
人
が
、
又
イ
ン
ド
人
の
敬
愛
お
く
能
わ
ざ
る
女
神
シ
l
タ
l
だ
。

シ
l
タ
！
と
は
、

「
種
ま
き
の
穴
か
ら
生
れ
た
も
の
」
と
い
う
意
味
で
、
原
始
人
は
、
石
の
棒
で
大
地
に
穴
を
あ
け
て
、
そ
の
中
に
種

従
地
涌
出
ハ
高
橋
》



従
地
涌
出
ハ
高
橋
〉

を
ま
い
て
行
っ
た
。
こ
の
穴
か
ら
生
れ
た
子
、
即
ち
大
地
の
子
で
あ
る
。

「
或
る
日
、
犠
牲
の
た
め
に
、
大
地
を
耕
し
て
い
る
と
、
種
ま

き
穴
に
一
人
の
女
の
子
を
発
見
。
そ
れ
を
ひ
ろ
い
、
シ
l
タ
！
と
名
付
け
た
。
大
地
か
ら
生
れ
た
子
は
私
の
娘
と
し
て
、
我
が
家
で
成
長

し
た
」
と
。
こ
の
娘
が
成
長
し
て
、
ラ
l
マ
の
神
妃
と
な
っ
た
。

然
し
、
彼
女
の
生
涯
は
、
平
坦
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
セ
イ
ロ
ン
の
悪
玉
ラ
バ
ナ
l
に
略
奪
さ
れ
、
長
い
間
セ
イ
ロ
ン
王
の
ハ
レ
ム

で
過
し
た
。

シ
ー
タ
l
は
悪
王
の
誘
惑
に
も
め
げ
ず
、

貞
節
を
通
し
た
。

ラ
l
マ
は
苦
心
の
末
、

猿
王
（
こ
れ
叉
神
〉
の
助
け
を
か
り

て
、
シ
l
タ
ー
を
と
り
も
ど
し
た
。
こ
の
イ
ン
ド
へ
の
凱
旋
を
祝
う
の
が
、
秋
の
火
祭
デ
ィ
ワ
リ
ー
で
あ
る
。

「
イ
ン
・
パ
戦
争
が
五
回

も
出
来
る
」
と
イ
ン
ド
人
が
自
明
気
味
に
語
る
程
、
大
量
の
火
薬
を
使
っ
て
、
花
火
を
打
ち
あ
げ
て
祝
う
、
熱
狂
的
な
祭
で
あ
る
。
そ
れ

程
、
イ
ン
ド
民
衆
に
敬
愛
さ
れ
る
ラ
l

マ
と
シ
l
タ
！
の
二
神
で
あ
る
。
然
し
、

シ
l
タ
ー
を
と
り
返
し
た
ラ
l
マ
は
、
余
り
に
も
セ
イ

ロ
ン
の
滞
在
が
長
か
っ
た
の
で
、
そ
の
「
貞
操
」
に
つ
い
て
疑
念
を
い
だ
い
た
。
こ
れ
を
感
じ
た
シ
l
タ
l
は、

「
私
は
火
の
穴
に
と
び

( 38 ) 

然
し
、

込
む
。
も
し
貞
節
な
ら
、
体
は
焼
か
れ
な
い
で
あ
ろ
う
と
。
こ
の
時
、
火
の
神
ア
グ
ュ
は
、

《

8
〉

シ
l
タ
l
は
全
然
焼
け
て
い
な
か
っ
た
」
。
為
に
夫
ラ
！
マ
の
疑
念
は
と
け
た
。

シ
l
タ
ー
を
火
の
中
か
ら
か
か
え
出
し
た
。

ラ
I
マ
と
共
に
イ
ン
ド
に
帰
っ
た
シ
l
タ
ー
に
は
、
未
だ
試
練
が
残
っ
て
い
た
。
然
も
、
こ
の
部
分
は
、
五
世
紀
の
グ
プ
タ
時
代
に
番

。。

き
足
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
、
今
問
題
と
す
る
法
華
経
の
成
立
史
、
特
に
「
宝
塔
や
菩
薩
の
地
涌
」
の
問
題
と
は
、
直
接
関
係
が
あ
る
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。
然
し
逆
に
、
そ
の
よ
う
な
物
語
り
が
書
き
足
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
所
に
、

シ
l
タ
！
の
性
格
が
如
実
に
表
さ
れ
て

い
る
と
、
私
は
考
え
る
。

即
ち
、
話
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

「シ
l
タ
l
は
イ
ン
ド
に
帰
っ
た
が
、
夫
ラ
l
マ
は
信
じ
て
く
れ
た
が
、
や
は
り
、
ま
わ
り
が
う
る

さ
い
。
そ
の
貞
節
を
疑
っ
て
。
そ
こ
で
シ
l
タ
l
は、

『
母
な
る
大
地
の
神
よ
、
大
地
を
割
っ
て
、
そ
の
中
に
私
を
入
れ
て
下
さ
い
』
と
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大
地
が
さ
け
地
底
よ
り
立
派
な
玉
座
が
現
れ
た
。
そ
し
て

a
m
M
 

に
消
え
て
行
っ
た
」
と
あ
る
。

度
祈
る
と
、

（
そ
の
上
に
坐
る
〉
大
地
の
神
は
、

シ
l
タ
ー
を
い
だ
い
て
下

大
地
か
ら
生
れ
た
シ
l
タ
1
は
、
叉
大
地
に
帰
っ
て
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

イ
γ
ド
最
大
の
叙
事
詩
ラ
マ
ヤ
l
ナ
は
、
地
母
神
信
仰

を
ぬ
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
否
、

イ
ン
ド
文
化
全
体
が
、
こ
の
地
母
神
信
仰
を
土
台
と
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

従
っ
て
、

イ
γ
ド
の
大
地
か
ら
生
れ
た
仏
教
教
典
も
、
こ
の
よ
う
な
地
母
神
的
信
仰
が
そ
の
底
に
生
き
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

仏
教
教
典
は
、
単
な
る
観
念
の
世
界
の
所
産
で
は
な
く
、
現
実
の
血
と
肉
を
も
っ
た
人
間
の
中
か
ら
生
れ
て
い
る
。
大
地
に
根
を
は
っ

て
生
き
る
人
間
の
思
想
で
あ
る
。
従
っ
て
、
現
実
生
活
に
生
き
る
一
般
民
衆
は
、
こ
の
教
典
の
中
に
生
き
る
力
を
得
る
。
即
ち
、
農
耕
に

た
ず
さ
わ
る
も
の
は
、
そ
の
生
産
を
高
め
、
叉
、

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
通
商
に
従
事
す
る
も
の
は
、
そ
の
商
売
を
通
じ
て
利
誌
を
得
、
豊
か

( 39 ) 

一
度
し
か
な
い
こ
の
生
命
も
、
現
世
に
永
ら
え
、
来
世
に
幸
福
を
、
否
々
、
永
遠
に

生
命
を
得
た
い
と
い
う
悲
願
を
い
だ
く
。
こ
れ
は
現
在
残
さ
れ
て
い
る
仏
塔
へ
の
奉
献
銘
が
、
如
実
に
こ
れ
を
証
明
し
て
い
る
。

な
生
活
を
し
た
い
と
い
う
点
に
主
点
を
置
く
。
叉
、

即
ち
、
仏
塔
や
僧
院
を
供
養
し
た
人
が
、
悟
り
と
か
浬
柴
と
い
う
観
念
的
な
希
望
で
は
な
く
、

「
父
母
へ
の
孝
養
、

一
族
の
現
世
と
来

世
へ
の
多
幸
、
そ
し
て
無
病
息
災
」
と
い
う
、
ご
く
素
朴
な
願
い
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
こ
の
現
実
世
界
の
平
安
と
、
豊
か
さ
へ
の
願

い
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

勾
ぬ
＋
』
晶
、

Z
A－－
ιu

・・

こ
の
地
母
神
信
仰
と
、

共
通
の
地
盤
に
立
っ
て
い
る
こ
と
は
見
逃
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

然

も
、
出
家
の
立
場
は
、
こ
れ
ら
の
欲
望
を
捨
て
、

ユ
ル
パ
l
ナ
・
心
の
平
安
を
求
め
る
高
度
な
立
場
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
。

φ 

こ
の
よ
う
な
イ

γ
ド
本
来
の
地
母
神
信
仰
に
加
え
て
、
西
ア
ジ
ヤ
・
ベ
ル
シ
ャ
等
の
地
母
神
信
仰
の
ガ
ン
ダ
1
ラ
地
方
へ
の
流
入
と

い
う
事
実
も
み
の
が
し
て
は
な
ら
な
い
。

従
地
涌
出
〈
高
橋
）



従
地
涌
出
ハ
高
橋
）

ガ
ン
ダ
l
ラ
地
方
は
、

も
と
も
と
ア
ケ
メ
ネ
ス
・
ベ
ル
シ
ャ
の
領
地
で
あ
っ
た
。

ベ
ル
シ
ャ
の
ダ
リ
ュ

l
ス
大
王
の
ギ
リ
シ
ャ
遠
征

に
、
ガ
ン
ダ
l
ラ
の
兵
が
加
わ
り
、
又
、
ベ
ル
ポ
リ
ス
に
ガ
ン
ダ
i
ラ
か
ら
の
朝
貢
図
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

や
が
て
、

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
l
大
王
に
よ
っ
て
ベ
ル
シ
ャ
が
滅
び
、
大
王
も
す
ぐ
亡
く
な
り
、

ガ
ン
ダ
l
ラ
の
地
は
、

セ
レ
ウ
コ
ス
朝
ギ

リ
シ
ャ
の
支
配
に
入
る
が
、
す
ぐ
又
こ
れ
か
ら
独
立
し
た
、
ギ
リ
シ
ャ
人
の
王
国
パ
ク
ト
リ
ヤ
の
支
配
に
入
る
。
以
来
、
ベ
ル
シ
ャ
系
の

サ
カ
や
パ
ル
タ
イ
、
そ
し
て
ク
シ
ャ
ン
の
異
民
族
の
支
配
は
統
く
。
従
っ
て
、

イ
ン
ド
人
に
よ
る
、
こ
の
地
の
支
配
は
、

マ
ウ
リ
ヤ
朝
、

特
に
ア
シ
ョ
カ
玉
の
ほ
ん
の
短
い
期
間
だ
け
で
あ
っ
た
所
が
、
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
し
か
に
、
そ
こ
の
住
民
は
、
イ

γ
ド
系
の

も
の
が
多
く
い
た
の
だ
が
、
支
配
者
は
こ
れ
ら
外
来
民
族
で
あ
っ
た
。

そ
こ
に
住
む
住
民
の
多
様
性
を
示
す
も
の
と
し
て
、

AUV 

カ
ユ
シ
カ
玉
の
コ
イ
ン
に
ミ
ン
卜
さ
れ
た
神
が
三
十
数
種
も
あ
っ
た
。
ク
シ
ャ

γ

て
、
ク
シ
ャ
ン
の
玉
は
、

の
王
朝
は
、
こ
の
よ
う
な
多
民
族
多
種
族
を
と
り
ま
と
め
る
為
に
、
そ
れ
ら
の
人
々
の
信
仰
す
る
神
々
を
コ
イ
γ
に
ミ
ン
ト
し
た
。
そ
し

白山）

「
王
権
神
授
」
の
考
え
方
を
も
ち
、
こ
れ
を
政
治
的
に
利
用
し
た
。
例
え
ば
、

( 40 ) 

ベ
ル
シ
ャ
の
伝
統
に
従
っ
て
、

イ
ン
ド
系
の
種
族
に
対
し
て
は
、

「
シ
パ
神
の
委
托
を
う
け
て
政
治
を
行
う
も
の
」
と
し
て
、

イ
ン
ド
系
住
民
の
甘
心
を
か
い
、
こ
れ
を

懐
柔
す
る
政
策
を
と
っ
た
。
こ
れ
ら
の
神
々
が
、
三
十
有
余
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ら
の
民
族
を
、
大
ク
シ
ャ
ン
の
中
に
包
括
す
る

帝
王
の
道
で
も
あ
っ
た
。

〈
コ
イ
ン
の
裏
面
の
諸
神
が
リ
ボ
ン
を
も
っ
て
い
る
。
表
面
の
王
に
神
授
す
る
為
に
〉

更
に
、
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
サ
イ
ド
で
は
、

コ
つ
の
像
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
で
、
自
分
の
立
場
か
ら

自
分
の
神
と
し
て
解
釈
し
、

信
仰
す
る
融
通
性
を
も
っ
た
こ
と
が
、

ガ
γ
ダ
l
ラ
を
は
じ
め
と
す
る
こ
の
ク
シ
ャ
ン
領
域
の
特
徴
で
あ

る
。
こ
れ
あ
り
て
こ
そ
、
あ
れ
だ
け
の
多
民
族
を
、

一
つ
の
固
と
し
て
統
一
出
来
た
原
因
で
も
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、

カ
ユ
シ
カ
の
コ
イ
ン
に
ミ
ン
卜
さ
れ
た
ギ
リ
シ
ャ
系
の
ナ
ナ
神
は
、
ベ
ル
シ
ャ
の
水
の
神
ア
ナ
l
ヒ
タ
！
と
し
て
、
叉
、
イ



従
地
涌
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ン
ド
系
で
は
こ
れ
を
観
音
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
等
で
あ
る
。

ナナ神のコイソ（ロ一七ソフィーノレド DynasticArt of Kushanより〕

こ
の
考
え
方
は
サ
カ

・
パ
ル
タ
イ
時
代
に
、
ギ
リ
シ
ャ
の
神
ゼ

ウ
久

・
へ
ラ
ク
レ
ス

・ニ

ケ
l
の
神
像
が
ミ
ン
卜
さ
れ
た
が
、

（

M
）
 

ル
シ
ャ
系
の
人
々
に
は
ゼ
ウ
ス
を
ア
フ
ラ
マ
ズ
ダ
と
し
、
又
、

－ 

....... ，、、

ラ
ク

レ
ス
は
ベ
ル
シ

ャ
の
戦
い
の
神

・
不
死
の
神
と
し
て
信
仰
さ

れ
て
い
た
伝
統
に
よ
る
。

」
の
よ
う
な
寛
容
性
と
普
遍
性
と
が
、
こ
の
地
域
に
育
っ
て
い

た
。
こ
れ
あ
る
が
放
に
、
大
衆
仏
教
、

ひ
い
て
法
華
経
の
普
通
性

が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
叉
、
こ
の
あ
ら
ゆ
る
民
族
種
狭
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が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
認
め
、
そ
の
信
仰
の
自
由
を
認
め
合
う

精
神
的
風
土
が
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
沿
い

と
い
う
特
殊
性
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
て
い
た
為
、
あ
ら
ゆ
る
神
々

の
像
が
、

コ
イ
ン
の
中
に
鋳
造
さ
れ
、
流
布
し
て
行
っ
た
。

然
も
、
こ
の
通
用
さ
れ
た
多
く
の
コ
イ
ン
の
中
で
、
特
筆
す
ベ

き
は

Z
目
白

神
の
コ
イ
ン
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
類
の

Z
B
色白

ω｝同
釦
O
D白
ロ
・

Z
白
ロ
曲
師
町
釦
O
体
司
、

一
番
種
類
も
多
く
、
又
、
数
も
多

7 

く
、
鋳
造
流
通
し
て
い
た
。



然
ら
ば
、

従
地
涌
出
ハ
高
橋
〉

ぬ
胞
》

ナ
ナ
神
と
は
一
体
ど
ん
な
神
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
こ
れ
は
も
と
も
と
シ
リ
ヤ
の
地
母
神
で
あ
っ
た
も
の
だ
が
、

メ
ソ
ポ
タ
ミ

ヤ
で
ギ
リ
シ
ャ
文
化
と
結
び
つ
き
、

ベ
ル
シ
ャ
で
は
前
述
の
如
く
、
水
の
神
ア
ナ
l
ヒ
タ
！
と
結
び
つ
き
ガ
γ
ダ
l
ラ
に
入
っ
て
来
た
。

そ
の
神
話
は
、

「
夫
タ
Y
ズ
ム
ハ
穀
霊
）
が
亡
く
な
る
と
、
そ
の
妻
〈
地
母
神
〉
が
黄
泉
の
園
に
迎
え
に
行
く
。
七
つ
の
門
を
通
っ
て

行
く
と
、
そ
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
門
に
は
鉄
棒
を
に
ぎ
っ
た
鬼
の
番
兵
が
い
て
、
イ
ヤ
リ
ン
グ
・
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
は
じ
め
、
装
身
具
か
ら
衣

類
を
一
つ
一
つ
は
ぎ
と
っ
て
行
く
。
最
後
に
は
裸
に
な
っ
て
、
夫
の
所
へ
。
そ
し
て
、
抱
擁
に
よ
っ
て
、
夫
に
生
気
を
与
え
、
生
命
を
回

復
さ
せ
、
そ
の
夫
ハ
夫
は
今
度
は
子
供
に
な
る
）
を
つ
れ
て
、
又
一
つ
一
つ
の
門
を
通
っ
て
帰
る
。
そ
の
時
、
各
門
で
は
、
は
ぎ
と
ら
れ

av 

た
衣
類
や
ら
装
身
具
を
返
し
て
も
ら
っ
て
、
地
上
に
再
生
す
る
」
と
い
う
神
話
で
あ
る
。
写
真
4
に
示
さ
れ
た
男
女
二
神
の
涌
出
図
は
、

或
い
は
、
こ
の
イ
シ
＆
タ
l
ル
の
神
話
の
地
上
に
再
生
す
る
地
母
神
と
、
夫
の
二
人
を
表
現
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
な

ら
、
こ
の
「
ナ
ナ
神
」
の
、

ク
シ
ヤ
γ
領
域
へ
の
流
布
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
私
は
考
え
る
。
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と
に
か
く
、
こ
の
神
話
は
、
地
中
海
沿
岸
の
自
然
と
結
び
つ
き
、
そ
の
春
を
象
徴
し
て
い
る
。
即
ち
、
秋
、
す
べ
て
の
植
物
は
業
を
落

し
、
或
い
は
、
麦
は
刈
り
と
ら
れ
て
一
生
を
終
え
る
。
か
く
て
冬
の
厳
寒
に
は
、
じ
っ
と
耐
え
て
行
く
そ
の
枯
木
も
春
が
来
る
と
、
又
、

み
ど
り
が
芽
ぷ
き
、
美
し
い
花
が
咲
く
。
叉
、
こ
ぼ
れ
て
大
地
に
埋
れ
た
麦
の
種
は
、
芽
を
出
す
。
生
命
の
再
生
、
生
命
は
一
回
性
で
は

な
く
、

永
遠
に
続
く
も
の
と
し
て
の
表
現
で
あ
る
。

こ
の
神
話
は
、

ユ
ダ
ヤ
教
の
「
す
ぎ
こ
し
」
の
祭
と
し
て
、
叉
、
キ
リ
ス
ト
教
の

「
復
活
祭
」
と
し
て
、

引
き
継
が
れ
て
行
く
。

共
に
両
者
が
、

万
物
が
生
命
を
得
る
春
先
に
行
わ
れ
、

春
を
こ
と
ほ
ぐ
祭
で
あ
る
こ
と

は
、
こ
の
聞
の
消
息
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
「
再
生
・
復
活
」
の
神
が
、
ベ
ル
シ
ャ
を
通
っ
て
、
ガ
γ
ダ
l
ラ
に

伝
わ
っ
て
来
た
。
そ
し
て
、

カ
ユ
シ
カ
の
コ
イ
γ
の
中
に
ミ
ン
卜
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
「
生
命
の
永
遠
性
・
死
復
活
」
の
神
の

思
想
が
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
然
も
、

ラ
マ
ヤ
l
ナ
神
話
で
示
さ
れ
て
い
る
、
イ
γ
ド
の
地
母
神
信
仰
と
い
う
土
壌
の
上



に
、
こ
の
西
ア
ジ
ヤ
産
の
地
母
神
が
加
わ
っ
て
、
特
殊
な
「
大
地
の
神
」
の
信
仰
が
作
り
出
さ
れ
て
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

大
乗
仏
教
、
特
に
法
華
経
に
於
て
は
、
仏
の
寿
命
は
長
久
で
あ
り
、
久
遠
で
あ
る
。
そ
の
入
滅
は
仮
り
の
姿
で
あ
っ
て
、
本
質
的
に
は

無
窮
で
あ
る
。
イ
ン
ド
の
釈
尊
も
そ
の
久
遠
の
生
命
の
一
つ
の
化
身
、
即
ち
応
身
に
過
ぎ
な
い
。
大
地
か
ら
宝
塔
が
涌
現
し
、
叉
、
黄
金

が
ら
、

の
本
化
の
弟
子
の
出
現
も
、
こ
の
「
寿
命
長
久
」
の
説
明
の
た
め
の
神
話
で
あ
る
。
こ
の
為
に
、
ど
う
し
て
も
一
旦
は
大
地
に
も
ぐ
り
な

。。

「
大
地
か
ら
」
復
活
し
、
即
ち
「
す
べ
て
の
生
命
の
も
と
た
る
大
地
」
か
ら
涌
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

法
華
経
の
成
立
が
カ
ユ
シ
カ
時
代
で
あ
る
か
、
そ
れ
以
前
で
あ
る
か
は
、
未
だ
に
定
か
で
は
な
い
。
学
者
に
よ
っ
て
は
、
相
当
の
隔
り

が
あ
る
。
概
し
て
最
近
は
比
較
的
お
そ
く
、
特
に
宝
塔
ロ
聞
や
、
寿
量
ロ
聞
の
あ
る
布
施
博
士
の
言
う
第
二
類
の
成
立
は
カ
ニ
シ
カ
時
代
に
比

定
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
も
し
、
こ
の
部
分
の
成
立
が
、

カ
ニ
シ
カ
時
代
な
ら
ば
、

当
然
、

教
典
作
者
と
い
わ
れ
る
イ
ン
テ
リ
は
、
当

る。
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時
通
用
し
て
い
た
コ
イ
ン
の
ナ
ナ
神
の
神
話
を
、
当
然
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
そ
の
ヒ

γ
ト
を
得
た
こ
と
は
考
え
ら
れ

然
し
て
、
こ
の
地
涌
の
部
分
の
成
立
が
、

カ
ユ
シ
カ
以
前
で
も
、
こ
れ
ら
が
ヒ

γ
ト
に
な
っ
た
と
い
う
主
張
は
、
十
分
に
該
当
す
る
と

思
う
。
な
ぜ
な
ら
、

カ
ニ
シ
カ
の
コ
イ
ン
に
採
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
以
前
に
こ
の
信
仰
が
、
こ
の
地
方
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
れ

ば
こ
そ
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。
前
述
の
如
く
、
こ
れ
ら
の
神
と
神
話
は
、
ギ
リ
シ
ャ
や
ベ
ル
シ
ャ
系
の
人
々
に
よ
っ
て
、
西
ア
ジ
ヤ
か

ら
こ
の
地
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
要
は
、
西
ア
ジ
ヤ
の
地
母
神
信
仰
が
、
イ
ン
ド
の
地
母
神
と
結
び
つ
き
、
こ
の
よ
う

に
「
生
命
の
久
遠
性
」
を
示
す
為
、

「
大
地
か
ら
」
涌
現
す
る
物
語
と
な
っ
た
も
の
と
、
私
は
考
え
る
。

＠ 

更
に
、
方
広
大
荘
厳
経
の
「
然
我
此
地
金
剛
之
費
、
余
方
悉
転
此
地
不
動
」
に
興
味
を
お
ぼ
え
る
。
即
ち
、
菩
提
樹
の
あ
る
所
は
宇
宙

従
地
涌
出
ハ
高
橋
）



従
地
涌
出
（
高
橋
〉

の
中
心
、
地
球
の
核
に
ま
で
連
な
る
万
物
の
生
命
の
源
、
そ
し
て
、
こ
こ
か
ら
地
母
神
は
出
現
す
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
ミ
ト
ラ
ス
教
と

も
似
て
い
る
。
ク
シ
ャ
ン
族
の
本
拠
地
た
る
パ
ク
ト
リ
ヤ
で
起
り
、

ロ
ー
マ
時
代
に
隆
盛
を
極
め
た
ミ
ト
ラ
ス
教
の
教
会
は
、
洞
窟
を
示

す
如
き
半
地
下
式
、
中
心
に
大
小
二
ケ
の
石
柱
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
小
は
童
子
の
ミ
ト
ラ
ス
の
誕
生
す
る
所
、
大
は
死
す
べ
き
成
人
ミ

a
u
v
 

ト
ラ
ス
の
大
地
の
底
に
帰
る
所
。
か
く
我
々
を
支
え
る
大
地
の
奥
深
く
生
命
の
源
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
我
々
の
生
命
が
与
え
ら
れ
る
と
信

ぜ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
今
迄
述
べ
て
来
た
地
母
神
信
仰
そ
の
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
ミ
ト
ラ
ス
教
の
み
で
は
な
く
、
広
く
西
ア
ジ
ヤ
全
域
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
考
え
方
で
あ
る
。
回
教
の
本
山
・
メ
ッ
カ
の
カ
1
バ

神
殿
も
聖
な
る
岩
で
大
地
の
底
に
速
な
る
。
同
様
な
考
え
方
は
枚
挙
に
遠
な
い
。

エ
ジ
プ
ト
の
オ
ベ
リ
ス
ク
に
は
じ
ま
り
、
イ
ス
ラ
ム
の

ミ
ナ
レ
ッ
ト
も
同
じ
発
想
で
あ
り
、
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
テ
ネ
の
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
、
パ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
山
の
デ
ル
ポ
イ
の
ア
ポ
ロ

γ
神
殿
も
巨

上
に
、

ダ
リ
ュ

l
ス
大
王
等
の
基
が
作
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
大
岩
は
、

皆
大
地
の
底
に
つ
な
が
る
と
い
う
同
一
の
思
考
方
法
で
あ
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大
な
岩
山
の
上
に
あ
り
、
又
、
ベ
ル
セ
ポ
リ
ス
の
北
方
ナ
ク
シ
ェ
・
ル
ス
タ
ム
の
突
出
し
た
岩
盤
「
サ
ン
ゲ
・
ア
l
プ
〈
水
の
岩
〉
」
の

り
、
こ
れ
ら
が
西
ア
ジ
ヤ
か
ら
中
央
ア
ジ
ヤ
ま
で
広
が
っ
て
居
た
こ
と
に
注
意
を
向
け
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

（

mv 

ス
ワ
ッ
ト
に
「
石
塔
」
が
涌
出
し
た
と
言
っ
て
い
る
。
先
年
、
こ

玄
提
は
、

ガ
ヤ
の
金
剛
宝
座
が
大
地
か
ら
出
現
し
た
と
記
し
、
又
、

れ
を
尋
ね
た
が
、

た
し
か
に
大
地
に
突
き
さ
さ
っ
た
石
柱
の
よ
う
な
石
塔
で
あ
っ
た
。

カ
ニ
シ
カ
王
が
大
塔
を
作
り
は
じ
め
る
と
、
四
隅
か
ら
小
塔
が
涌
出
し
た
。
こ
れ
を
覆
う
べ
く
、
大

AMV 

塔
を
建
て
増
す
と
、
覆
え
ば
覆
う
程
、
四
陥
の
小
塔
は
涌
出
し
て
、
為
に
巨
大
な
ス
ト
ゥ
I
パ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
あ
る
。

又
、
同
じ
く
、
大
唐
西
域
記
に
、

が
流
布
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
丁
度
こ
の
辺
一
帯
が
、

玄
提
の
記
録
か
ら
み
る
と
、
経
典
に
示
さ
れ
た
ガ
ヤ
は
別
と
し
て
、
ベ
シ
ャ
ワ
ル
か
ら
ス
ワ
ッ
ト
に
か
け
て
、

円却一》

ナ
ナ
の
コ
イ
ン
分
布
の
一
番
多
い
所
で
あ
る
か
ら
し
て
、
私
は
何
ら
か

「
大
地
涌
現
」
の
思
想



の
関
係
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

φ 

か
く
考
察
し
て
来
る
と
、
釈
尊
出
披
の
馬
の
「
蹄
」
を
支
え
る
四
天
夜
叉
が
、
大
地
か
ら
半
身
を
出
し
、
悟
り
が
近
づ
く
と
、
菩
提
樹

の
木
の
精
が
、
釈
尊
を
喜
び
迎
え
、
叉
、

マ
l
ラ
が
悟
り
に
入
る
を
妨
げ
る
と
、
地
神
が
大
地
か
ら
涌
現
し
て
、
大
地
震
を
起
し
て
退
散

さ
せ
る
等
、
釈
尊
の
重
大
事
に
は
「
大
地
」
と
の
深
い
か
か
わ
り
が
示
さ
れ
て
い
る
。
且
つ
又
、
こ
の
「
大
地
」
は
、
生
命
の
再
生
・
久

遠
性
の
源
泉
な
る
が
故
に
、
法
華
経
の
宝
塔
や
、
黄
金
の
菩
薩
の
「
涌
現
」
と
い
う
神
話
が
生
れ
る
。

更
に
、
仏
典
外
の
イ
ン
ド
聖
典
ラ
マ
ヤ
i
ナ
の
「
大
地
か
ら
生
れ
、
叉
大
地
に
帰
っ
て
行
く
」
シ
l
タ
l
の
物
語
。
そ
し
て
、

ナ
ナ
、

即
ち
イ
シ
ュ
タ
l

ル
の
死
復
活
の
神
話
も
、

叉

、
ト
ラ
ス
教
を
は
じ
め
、

西
ア
ジ
ヤ
全
成
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
諸
々
の
遺
跡
や
遺
物

は
、
大
地
の
「
生
命
力
」
と
の
か
か
わ
り
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
万
物
が
こ
の
大
地
で
生
れ
育
ち
、
そ
し
て
死
ん
で
行
く
。
然
も
春

に
な
る
と
、
大
地
か
ら
万
物
が
萌
え
出
ず
る
よ
う
に
、
我
々
の
生
命
も
一
回
性
の
も
の
で
は
な
く
、
死
も
復
活
再
生
し
、
久
速
に
生
き
た
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い
と
い
う
願
望
。
こ
れ
こ
そ
、

い
ろ
い
ろ
な
神
話
を
生
み
、
諸
々
の
文
芸
芸
術
を
作
り
、

且
つ
叉
、
多
種
の
建
造
物
を
作
っ
て
来
た
。
こ

れ
ら
が
法
華
経
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

か
く
考
え
て
来
る
と
、
法
華
経
の
「
地
涌
」
の
問
題
は
、
イ
ン
ド
か
ら
西
ア
ジ
ヤ
、
そ
し
て
ギ
リ
シ
ャ
に
ま
で
関
連
を
も
ち
、
ま
さ
に

世
界
的
な
規
模
を
も
っ
て
い
る
も
の
と
思
う
。
法
華
経
こ
そ
人
類
文
化
の
凝
結
、
普
遍
的
綜
合
文
化
と
言
い
得
る
も
の
で
あ
る
と
確
信
す

る。
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